










































































ち上げる時にまったく迷いはなく，サス研の柱にしていこうと思ってい」たという（４）。2009 年 8 月





































































Newsletter』第 7 号，2016 年）を参照されたい。
（９）　環境アーカイブズが所蔵する資料は，①薬害関係，②環境保護・開発反対問題関係，③原子力問題・反原発運
動関係，④公害関連，⑤市民活動一般，の大きく 5 つに分類され，これまでに 21 の資料群を公開している（『法政
大学大原社会問題研究所　環境アーカイブズ・ニューズレター』創刊号，2016 年参照）。
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作成ないし収受された記録を収集・整理・保存・公開する場（機能），後者は，親組織ではなく














































要』第 6 号，2008 年），同「大学アーキヴィスト論」（『京都大学大学文書館研究紀要』第 8 号，2010 年），同「大












































































































たものとして，公益財団法人公害地域再生センター（あおぞら財団）発行『りべら』第 138 号，2015 年，に資料
保存に関する研究会の報告記事がある）。
（２６）　前掲『環境アーカイブズとサステイナビリティの探求』22 ページ。
日本のアーカイブズ界における「環境アーカイブズ」の位置（清水善仁）
13
の連携を通して，今後とも環境分野のアーカイブズを未来へ継承するための努力を続けていかなけ
ればならない。
　そして，環境に限らず，多様なアーカイブズを取り扱う存在が登場することは，より広範な資料
を拾い上げ，過去と現在の記憶を未来に継承する点で大きな意義がある。行政機関のアーカイブズ
（公文書館）だけでは，資料の収集や保存，あるいは職員や予算，施設等の面で限界がある。した
がって，大学をはじめとする多くの主体が，様々な対象についてのアーカイブズを整備することが
極めて重要となってくる。このようにして，多様なアーカイブズの存在が社会のなかに定着してい
けば，それらが結果としてアーカイブズ文化の拡がりに繋がっていくはずである。そのためにも，
アーキビストをはじめ，アーカイブズにかかわる人々によって幅広いアーカイブズ学研究がおこな
われることが，アーカイブズ活動の基盤となる理論と実務の蓄積や更新のために不可欠となるので
ある。本特集もまた，そうした問題意識のなかで企画されたものであり，これをきっかけに，環境
アーカイブズをめぐる議論がさらに深まることを期待して擱筆としたい。
 （しみず・よしひと　法政大学大原社会問題研究所准教授）　
